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第35号（鵬灘易調）報広市向日

此所晶綴所
発砿自注磁
編集人　市艶物広報係

印刷所安藤印刷所
　　　（1部3円）

i蘂　（5月末日現在）
　男　19．763人G8弓）

　女　20，433人（＋96）

　訓　4◎．196人G181）

　世帯総数
　　8．275世帯　（十21）

挙
か
”
と
い
う
タ
レ
気
味

な
ど
は
一
掃
し
て
、
先
頃
・

の
曜
挙
よ
り
も
更
に
選
挙
一

認
識
を
高
め
て
、
公
明
選

挙
の
実
を
あ
げ
、
棄
干
せ

ず
、
あ
な
た
の
意
志
を
、

こ
の
一
票
に
か
け
て
、
投

票
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

幣

棄
権
せ
ず
投
票
し
よ
う

霊
〆
ネ

県
議

さ
き
に
衆
議
院
識
員
総
握
．

挙
が
行
わ
れ
て
問
も
な
い

三
週
間
後
に
、
当
市
は
再
一

ぴ
目
向
市
耀
挙
区
の
県
議
㎝

会
誌
員
補
欠
選
挙
を
迎
え

二
う
二
二
書
罫

補
欠
選
挙

投
稟
日
は
懸

る
こ
と
と
な
b
ま
し
た
．

衆
院
選
挙
で
、
巾
民
の
皆

さ
ん
も
気
分
が
緊
張
し
た

り
悪
い
だ
り
し
て
、
や
っ

と
落
付
く
と
思
っ
た
頃
に

1繹
　　肯
卜　｝　　　　」

拳
諜

　
　
四

三

＼
麟

富高駅前に建てた公明選挙

五
二

　
再
び
選
挙
と
な
る
予
て
す

　
が
、
私
n
山
田
彗
活
に
、

　
彗
班
な
二
三
を
も
つ
県
政

　
を
あ
ず
け
る
、
人
“
な
曜

　
挙
で
す
か
ら
、
　
“
ま
た
吠

塔
（

　
　
・
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役所講’章における姦彰状授与式（写貞）

濃
業
振
興
へ
の

　　

@　

w
か
に
報
い
る

　
　
　
　
　
1
優
良
農
家
表
彰
式
1

昭
和
、
．
．
一
．
、
“
吸
優
1
4
農
家
薩

州
式
は
、
ハ
月
．
．
1
一
臼
1
1
前

巳
時
か
ら
巾
役
所
講
常
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

｝
衷
彰
を
う
け
た
人
々
は
個
人
．

↑
六
名
六
団
体
で
、
表
彰
状
と

　

一
記
念
品
を
市
買
か
ら
授
与
き
れ

［

◇◎　　　∩乞
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輪治）　野　村
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撫
爲木

川江

）ノ

松鵜
）｛ヨ

　）
　◇
　幡
　口

　
広
（
以
上
凶
手
）
　
　
　
　
一

｛◎
｣
牒
（
中
原
）
◇
些

一
葉
節
慈
（
宮
ノ
上
）
◇
黒
木
「

　
簿
弘
．
（
高
松
）
　
　
　
　
　
一

…
◎
優
良
組
合
長
部
　
　
　
，
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

◇
黒
木
袈
裟
吉
（
細
君
）
◇
　
　
慰
金
の
支
給
を
う
け
て
い
な

搬
獣
驚
縮
篭
繋
石
越
冨
で
在
職
期
閥
内

　　
@　
@　
@　
@　
@　

@
一
一
暴
τ
旧
国
家
欝
法
に
臨
く
国

　　
@　
@　
@　
@　

@
　
一
麺
鷲
載
濫
論
難
脚
蹴
糊

鱒
鉛
版
鞭
蕪
猫
脚
離
繍

∩
林
滞
　
　
　
す
優
錨
人
部
落
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亡
し
た
も
の
及
び
当
該
負
傷

り
戴
翫
穐
（
永
m
）
｝
無
鉛
鍛
璽
瞬
耀
り
帰
郷
墨
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹
も
と
の
陸
海
軍
の
要
請
に
基

　　

竭
ｰ
援
護
法
適
量
は
　
　
　
　
紅
型
黒
影
麟
焼

　　

@　

@　

@
明
年
三
月
か
ぎ
り
　
　
観
鱒
矯
働
雛
謝

遺
族
擾
護
法
（
止
確
に
は
戦
傷
該
当
す
る
権
利
の
あ
る
力
で
、
　
　
疾
病
に
よ
り
死
ビ
し
た
も
の

柄
者
戦
留
等
遺
族
等
援
護
法
）
一
ま
だ
請
求
し
な
い
方
は
こ
の
際
　
　
及
び
当
該
負
傷
又
は
疾
病
に

ほ
、
適
川
の
期
隈
が
法
の
規
定
直
ち
に
手
続
き
さ
れ
る
よ
う
お
　
　
よ
り
帰
郷
後
死
亡
し
た
も
の

に
よ
つ
て
、
大
部
分
の
も
の
は
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
ω
満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
員
で

一
句
度
内
（
昭
和
．
．
卜
四
年
．
．
．
次
の
車
項
に
該
当
す
る
方
て
ぜ
　
　
昭
和
．
一
卜
者
八
月
九
日
か
ら

月
　
一
．
　
日
限
り
）
に
請
よ
し
ま
だ
請
求
の
手
統
き
を
し
な
い
　
　
九
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
け

な
い
と
傷
害
4
1
金
、
遺
族
年
金
方
は
市
役
所
市
民
課
へ
ご
相
談
　
　
る
業
膓
上
か
つ
戦
時
災
霞
に

父
は
弔
轍
金
を
う
け
る
栴
利
が
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
「
　
よ
り
負
傷
し
又
は
疾
病
に
か

時
効
に
よ
っ
て
な
く
な
る
こ
と
一
イ
・
在
職
期
間
内
に
公
務
上
三
一
か
り
死
亡
し
た
も
の
及
び

に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
傷
し
・
又
は
疾
病
に
か
か
り
　
　
当
該
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
外
に
あ
る
問
又
は
引
揚
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
亡
し
た
も
の
。

に
お
け
る
公
務
二
又
は
事
変

及
び
戦
吊
勤
務
に
関
連
す
る

負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
死
亡

し
た
も
の
、
及
び
当
該
負
傷

又
は
疾
病
に
よ
り
復
員
又
は

帰
郷
後
（
自
宅
又
は
病
院
等

以
下
同
じ
）
死
亡
し
た
も
の

　　　　　　　一　一　　　　　　一　　　　　一　　　　｝　　　一　　｝一
一

戦
残
者
遣
骨
か
え
る
　
　
　
一

遺
骨
伝
斑
式
は
疋
月
を
終
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
｛

覧
戴
蜜
踊
響
は
次
の
、
お
り
で
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
市
民
の
皆
様
、
い
よ
い
よ
本

格
的
な
夏
が
近
づ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
年
の
梅
術
が
順
調

で
、
突
甫
被
害
が
な
い
よ
う
に

た
し
ま
し
た
。
総
て
日
向
巾
の

農
業
を
改
良
し
、
准
歩
さ
げ
ろ

中
心
指
導
名
で
あ
り
巾
民
が
こ

ぞ
っ
て
感
謝
す
べ
き
人
壷
で
あ

り
ま
す
。

　
六
月
七
日
に
は
優
良
児
表
彰

と
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰
の

二
つ
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し

た
。
優
良
児
と
い
う
の
は
此
後

満
一
年
ま
で
の
乳
幼
児
で
健
康

で
立
台
状
態
の
優
れ
た
、
各
家

出
御
∵
臼
画
一
の
・
小
チ
ャ
ン
遠
の
中

で
特
に
勝
れ
た
．
．
．
十
人
を
炎
彰

致
し
ま
し
た
．
こ
の
赤
チ
ヤ
ノ

癌
か
八
－
後
の
長
い
人
生
行
路
を

健
康
で
朗
ら
か
に
進
ん
で
行
け

る
ヒ
）
な
、
れ
会
環
境
を
竹
っ

て
あ
け
た
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
農
業
で
も
苗
半
作
と
申
し

ま
す
し
、
優
秀
な
而
民
の
苗
で

あ
る
こ
の
赤
チ
ャ
ン
逓
の
冥
途

冷
頼
も
し
く
思
い
、
御
両
親
に

心
か
ら
の
祝
福
を
送
っ
た
次
第

で
あ
り
ま
し
た
。

優
艮
納
税
貯
蓄
組
合
の
表
彰
式

で
は
冗
納
組
合
の
外
に
特
に
功

労
の
あ
っ
た
組
合
長
さ
ん
、
そ

れ
に
永
臼
に
日
っ
て
冗
納
を
続

け
て
い
ら
れ
る
個
人
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
納
税
を
完
納

す
る
こ
と
は
、
国
民
の
義
務
て

あ
り
言
し
て
当
然
の
事
と
翻
せ

げ
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
あ
た
り
前
の
こ
と
を

あ
た
り
前
に
実
行
す
ろ
こ
と
が

仲
々
実
行
で
き
な
い
の
が
人
間

利
会
の
常
て
あ
り
ま
す
。
私
達

利
会
人
の
総
て
が
あ
た
り
前
の

こ
と
を
あ
た
り
前
に
実
行
す
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ

英
雄
も
偉
人
も
い
ら
ぬ
、
理
想

の
社
会
が
で
き
上
が
る
で
あ
り

営
行
わ
れ
ま
些

川
野
強
（
明
治
四
十
一
．
一
年

生
）
1
平
岩
籾
木
一
昭
和

　
十
4
ー
モ
月
四
日
ノ
連
沿

海
州
ウ
イ
ロ
ン
ロ
フ
地
区

で
戦
病
死
。
　
　
　
　
　
　
・

長
渡
音
喜
（
大
正
十
四
年

生
）
1
細
紬
宮
ノ
上
一
昭

和
二
卜
年
九
月
七
日
中
国

牡
丹
江
省
海
林
附
近
で
戦

死
。黒

木
喜
代
治
（
明
治
三
十

κ
年
厘
）
1
日
知
屋
亀
崎

－
昭
和
二
十
年
八
月
十
六

口
中
国
束
安
省
勃
利
県
勃

利
訓
練
所
で
戦
死
。

菊
池
茂
（
明
治
四
↑
四
年

佐
）
・
↓
帥
高
上
町
i
昭
和

＝
十
年
八
月
二
十
六
日
中

国
興
安
南
省
で
戦
死
。

ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
ー
ー
i
鴨

　
　
市
公
益
質
屋
の
茸

　
　
百
六
十
三
万
円

　
市
営
公
益
質
展
の
昭
和
三

　
年
胸
中
の
業
務
調
べ
に
よ
、

　
す
と
、
貸
付
金
は
百
六
十

　
九
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
物
別
貸
付
状
況
と
入
質
者

　
月
別
貸
付
状
況
を
み
ま
す

　
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
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と
今
は
そ
れ
ば
か

り
が
気
が
か
り
で

あ
り
ま
す
。

最
近
巾
役
所
で
は

三
つ
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

何
れ
も
恒
例
の
も

の
で
す
が
今
年
は

役
所
の
都
合
で
そ

れ
が
引
き
続
い
て

行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で

す
。

　
五
月
＝
一
↑
一
日

に
行
わ
れ
た
優

良
農
家
顕
彰
式
で

は
、
実
行
組
合
長
さ
ん
そ
の
他

農
彙
関
係
団
体
、
篤
農
家
の
方

々
の
中
で
特
に
本
年
度
融
し
い

　
　
　
　
　
．
暫
　
々
　
　
　
　
、

ま
し
よ
う
。
こ
う
し
た
意
味
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

納
税
の
完
納
名
は
殊
に
永
年
の

完
納
者
は
真
実
の
意
味
で
表
彰
・

に
価
し
、
感
謝
に
価
す
る
と
思
一

い
ま
す
・
　
　
　
一

　
本
年
は
優
良
な
納
税
組
合
や
一

納
税
者
が
多
く
当
市
税
務
課
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

し
て
は
前
例
の
な
い
優
秀
な
成
㎜

績
を
あ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
納
税
成
績
が
よ
い
か
悪
い
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

か
と
い
う
こ
と
は
単
に
市
財
政

に
そ
わ
だ
け
歳
入
が
多
い
と

い
）
だ
け
で
な
く
、
県
、
自
治

庁
、
大
蔵
省
な
ど
が
当
市
の
行

財
政
の
健
塗
性
を
判
断
す
る
た

め
の
、
バ
ロ
メ
ー
々
1
に
な
り

ま
す
の
で
こ
の
こ
と
は
4
1
常
に

た
。
当
巾
の
関
係
分

離
柱
の
他
、
隣
接
奥

地
町
村
関
係
分
陣
幕

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
㎜

し
た
が
、
遺
族
、
県

知
事
代
珂
、
関
係
巾

町
村
長
の
他
来
賓
な

ど
岬
山
訂
名
列
席
が

あ
り
、
本
堂
、
は
外
ま

で
、
ぎ
っ
し
り
つ
ま

り
厳
粛
に
盛
大
に
式

松
木
市
助
役
退
職

有
難
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
・
九
月
退
職
。
十
七
年
老
月
よ
り
一
の
発
展
に
つ
と
め
ら
れ
、
今
回

あ
り
ま
す
。

　
　
（
市
長
　
三
肥
良
次
郎
）

市
助
役
松
木
貞
治
氏
は
、
五
月

一．

D
ト
一
口
付
退
職
さ
れ
ま
し

た
。
同
氏
は
昭
和
十
一
年
四
月

窟
高
町
役
場
に
勤
務
、
卜
七
年

一
月
農
林
」
本
課
長
、
十
ヒ
奪

迎
え
ら
れ
、
二
十
六
年
六
／
3
巾

制
施
行
に
よ
り
日
向
市
助
役
、

固
事
年
六
月
再
び
市
助
役
に
選

ば
れ
、
変
化
の
多
か
っ
た
当
市

の
着
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
市

二
十
一
年
十
一
月
ま
で
九
州
造
　
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
退
職
さ

一
船
日
向
工
場
に
勤
務
。
昭
和
選
れ
ま
し
た
。

一
十
一
年
十
二
月
富
島
町
助
役
に
軸

【
写
真
】
遣
骨
伝
達
式

恩
給
法
に
定
め
る
第
六
項
症
一

程
度
以
上
の
不
員
廃
疾
の
状
・

態
に
あ
る
も
の
、
陸
海
軍
の
｝
㈲
特
別
未
帰
還
者
で
、
昭
和
二

軍
属
で
あ
っ
た
者
で
ま
だ
傷
一
十
年
九
月
二
日
以
後
海
外
に

害
弊
金
の
支
給
を
う
け
て
い
　
　
あ
る
問
に
お
け
る
負
傷
又
は

な
い
も
の
。
　
　
　
　
　
　
一
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
も
の

ロ
、
次
に
か
か
げ
る
も
の
の
遺
一
　
及
び
当
該
負
傷
又
は
疾
病
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

族
で
ま
だ
遺
族
年
金
又
は
弔
｝
　
よ
り
引
揚
後
死
亡
し
た
も
の

“
邑
…
3
一
＝
・
＝
≡
一
・
一
噂
＝
＝
3
≡
3
一
昌
≡
一
＝
昌
3
詔
一
≡
§
＝
§
3
呂
＝
鴨
＝
一
一
5
胃
．
・
・
■
霧
”

…
市
　
　
議
　
　
会
…

旧
8
≡
噌
≡
≡
一
…
≡
齢
・
・
…
・
…
≡
…
≡
≡
．
■
≡
≡
．
一
…
3
≡
・
≡
≡
口
…
一
一
≡
・
…
●
●

市
議
会
経
済
常
任
委
員
会
は
六

皿月三
日
ひ
ら
き
、
次
の
請
願
に

「
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

①
耕
地
災
害
補
償
に
つ
い
て

　
（
財
光
寺
）
②
用
水
路
改
修
に

皿
御
髪
酵
鐸
⑳
鎌

…
④
橋
梁
架
設
に
つ
い
て
（
財
光

一
寺
）検

疫
霊
魂
置
き
ま
る

　
　
細
島
港
の
不
侵
解
消

細
島
港
に
待
望
の
検
疫
所
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
き
ま
り
ま
し

た
。
細
島
港
に
は
今
ま
で
検
疫

所
が
な
か
っ
た
た
め
、
台
湾
や

韓
国
方
面
か
ら
入
港
す
る
外
国

船
の
検
疫
は
、
い
ち
い
ち
鹿
児

島
検
疫
所
か
ら
係
官
が
出
張
派

遣
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
船
員

の
上
目
な
ど
も
入
港
後
十
時
間

或
い
は
一
日
も
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
状
態
で
し
た
が
、
今
後
は

そ
の
禾
便
は
解
消
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

開
設
は
近
日
中
に
実
現
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
名
称
は
門

司
検
疫
所
細
島
出
張
所
と
な
る

予
定
で
、
場
所
は
岸
壁
の
旭
化

成
事
務
所
の
一
部
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
三
、

四
年
前
か
ら
設
置
方
を
要
望

し
続
け
て
き
た
も
の
で
、
検
疫

所
の
開
設
は
関
係
者
に
大
き
な

期
待
と
喜
び
を
も
た
れ
て
い
ま

す
。

質物別貸付
（口数）

　　　689

　　　445

　　　　35

　　　　85

　　　375

q）く分）

衣　　　憂
身　廻　品
その他衣類
原反物糸類
そ　の　他

　
業
態
別
貸
付
状
況

被
用
者
　
　
　
炎
二
、
O
R

自
営
業
者
　
　
　
四
δ
、
O
O
ハ

無
　
　
職
　
　
　
杢
一
、
O
只

そ
の
他
　
　
臭
、
8
、

　
訓
　
　
　
　
　
一
、
六
元
、
O
O
、

　
自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
昭
和
一
．
一
±
。
．
’

第
。
一
次
募
集
を
行
っ
て
い
ψ

◇
採
用
f
定
人
員

二
等
陣
卜
（
約
七
五
〇
〇
拘

一．

綜
撃
堰
i
約
四
〇
〇
名
、

一．

刹
�
m
（
約
几
○
○
名

◇
応
募
資
格

ω
昭
和
一
．
一
十
一
．
年
九
月
一

　
為
i
八
才
以
上
，
レ
吾

　
満
の
9
3
子
。

ω
中
学
卒
業
程
段
以
上
の
W

　
を
有
す
る
者
。

◇
受
付
鞍
懸

　
六
月
十
六
日
か
ら
七
月

　
一
日
ま
で
。

◇
志
願
手
続

　
市
役
所
総
務
課
に
志
願
，

　
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
を
酔

　
て
所
要
粥
項
を
記
入
の
・

　
出
ま
た
は
郵
送
の
こ
と
．

◇
誠
験
期
日

　
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
“

　
日
ま
で
の
間
に
一
口
間
畔

　
わ
れ
る
。

（
市
役
所
人
事

　
　
　
雇
　
　
黒
木

市
長
室
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
雇
　
　
細
川

農
林
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
雇
　
　
田
中

　
　
　
雇
　
　
佐
藤

　
　
　
雇
　
　
赤
木

　
　
　
雇

土
木
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
雇
　
　
日
高

伝作三

金
丸
窟
－

細
島
支
所
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
雇
　
　
小
西
音

　
　
　
雇
　
　
坂
本
克

水
道
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
雇
　
　
本
庄
チ
，

教
育
委
員
会
勤
務
を
命
ず
サ

　
　
　
　
　
（
六
月
三
日
臓
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辱

新
し
い
道
路
で
き
る

天
神
山
通
線
開
通
…

日
向
凝
集
立
前
か
ら
、
県
道
冥

想
細
島
線
（
塩
見
川
岸
）
に
通

ず
る
人
神
山
通
線
（
巾
迫
｝

は
、
こ
の
秤
完
等
し
L
日
か
ら

通
行
も
始
ま
り
歩
h
し
た
。
旭
通

り
か
ら
警
察
判
前
に
干
る
丁
寧

一
九
ノ
ー
ト
ル
の
既
設
分
の
延

長
と
な
る
も
の
て
す
。
狂
1
2
、
四

侮
．
r
し
メ
ー
ト
レ
、
D
一
　
ノ

｝
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
「

　
　ー

ト
ル
で
、
一
事
費
。
ノ
ロ
　
一

二
八
丁
石
臼
円
、
用
地
買
収
は

τ
四
コ
口
し
i
看
坪
（
四
目
、
　
』
ハ
八
田
口

軽
カ
メ
ー
ト
ル
）
て
、
こ
の
費

用
．
．
此
〔
・
ハ
ト
育
乃
六

下
一
．
↓
四
円
、
坪
当

り
［
取
宵
田
…
員
h
収
費
六
で
－

円
、
最
低
五
百
円

で
、
乎
黙
約
一
丁
八

．
石
九
↑
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
他
・
ハ
一
月
の
家
屋

移
転
に
よ
る
補
償
費

百
十
一
万
四
丁
四
百

加
1
。
一
．
円
で
、
総
紆

費
は
六
プ
自
九
乃
ご
、
て
一

六
卜
円
か
か
b
ま
し

こ
〇
　
一
．
K
ザ
L
1
一
－
一

ナ
　
　
ガ
イ
　
　
　
ロ
ノ

ロ
着
「
し
、
用
地
買

細
叙
港
へ
通
ず
る
中
央
道
路
か

ら
髄
虫
地
ま
で
、
延
長
四
百
汽

十
七
メ
ー
ト
ル
で
、
工
事
費
百

六
f
　
力
四
「
白
円
、
用
地
買

改
費
ヒ
ト
斤
乃
π
τ
百
円
、
劃

償
三
一
．
。
一
．
．
．
万
」
．
下
円
を
要
し
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。
L
場
地
帯
の
電
要
な
一

道
路
の
ひ
と
つ
で
す
。
　
　
　
㎝

【
写
真
】
完
成
し
た
天
神
山
通
．

線
市
道
。
人
物
は
完
工
検
査
を
一

す
る
市
長
ら
一
行
。

市
税
完
納
に
感
謝

　
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰
式

市
税
冷
．
百
％
納
期
内
に
納
め
ら

れ
た
方
々
に
対
ず
る
、
昭
和
一
．
一

↑
二
釘
吸
優
良
納
税
貯
蓄
組
合

表
彰
式
は
、
六
月
七
日
件
後
一

時
か
ら
市
講
栄
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
冗
長
組
合
百
三
十
九
、
優

良
納
税
紐
罷
工
．
、
顕
名
、
組
合

収
な
ど
に
手
岡
ど
貞
外
面
艮
納
税
者
特
等
彰
＋
組
高
橋
七
郎
◇
義
一
組
安
藤

り
、
．
P
定
L
h
，
遅
れ

て
冗
成
し
た
も
の
で

す
が
こ
嶺
は
都
巾
謡

画
の
一
環
と
な
る
も

の
て
将
来
暇
要
な
道

路
と
な
り
ま
し
よ

う
。
こ
の
道
路
開
通

に
よ
っ
て
，
巾
街
地

名
に
長
彰
状
並
び
に
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
、
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
完
納
組
合
一
．
一
十
九
の

納
税
額
は
、
九
百
四
レ
宥
万
八

r
π
百
九
卜
円
と
な
っ
て
お

り
、
組
合
を
結
成
し
て
い
る
白

九
十
四
組
合
分
の
納
税
総
緬

は
、
一
r
．
。
百
九
十
七
左
．
。
r

顎
百
四
卜
九
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。完

納
組
合
の
中
で
組
合
の
召
肇

に
熱
心
な
優
良
納
税
組
合
長
と

し
て
一
口
を
う
け
た
吝
次
の
と

お
り

◇
本
町
一
組
市
木
雛
次
郎
◇
十

曽
根
南
組
森
杉
次
郎
◇
梶
木
六

組
品
川
源
治
◇
亀
崎
、
．
組
太
田

鍵
太
郎
◇
地
蔵
一
組
河
野
ト
ヨ

◇
”
丁
二
曹
組
占
原
利
一
◇
伊

勢
第
一
の
一
組
安
藤
弘
◇
高
々

ハ
合
」
ハ
組
閣
沢
宇
．
．
晶
耶
◇
粕
野
由
ハ

一．

D
組
藤
川
飛
太
郎
◇
秋
留
中
野

靖
代
第
．
一
叙
f
婦
忠
糺
6
落
零

．
．
組
川
本
的
i
。

組
合
巨
外
の
人
て
納
期
内
ル
納

の
た
め
優
艮
納
税
者
特
別
表
彰

を
う
け
た
菖

　
仏
々
木
岩
撚
（
一
町
「
区
）

仁
木
ミ
ノ
窯
（
凸
－
場
）
奈
義
光

よかった投票率85．67％（衆院灘暗語）

　　【写真】市役所講堂における開票状況

建軍

衆院議眞選挙投票率
（5月22日執行） 日

明 票　　区 投 票 呼ミ

＿　＿一一　　＿　幅　　　一　　＿

投 票　　所 9 男　　1 女 1 　　一　一　一　一M
h　　一 一　　　　　　　　一 ｝　一 一

一　　　　　　　　　　　　　　一

@1 日 �注s役所 84．56 82．91 83．64

一 一 　 一
2　一　　一 原

8
6
．
6
7
〒

雫

　
8
6
．
2
5
山

曹 　

86．45

3 曽 根　〃 89．42 89．16 89．29

一 一 ｝

4 細 島　支　所 82．20 81．01 81．56

5 細
　　　｝

㍼ｬ学校
　『　一

g

　　　　　一V5．53 78．84
一

77．27

6 畑 浦公民館 91．39　・ 94．66 93．09

　
P　　　　　一 一

7 亀 崎〃
86，661

90．77 88．84

　
2

8 梶 木ク 92・2脳 92．27 92．25

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
～
2
8
6
7
5
4
3
3
6
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
6
9
9
0
－
0
7
2
3
2
2
4
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溺
8
3
8
6
8
9
8
1
7
7
9
3
8
8
9
2
8
9
8
7
8
7
8
8
8
5
9
0
9
2
8
4
8
8
8
7
9
2
8
5
8
5
9
0
吟
9
3［

｝　％ 85．67％ P
i

　男
　84．56

　86．67

　89．42

　82．20

　75．53

　91．39

　86．66

　92．23

　88．23

　89．31

器：1：一［

　86．59

91．121

91＝b・4

　85．84

　92．98

一一K8．3τ｝

　93．93

　84．59

　92．20

　ag．　B

　92．50

86．11％i

82．91

86．25

89．16

81．01

78。84

94．66

90．77

92．27

89．65

85．57

86．95

89．24

85．37

89．且8

93．08

82．56

84．78

86．35

91．02

85．74

79．67

91，66

95．58

　　　　　％

85．29

1　「1向r行役所
2二原』τ「．公民一範…

3　曽根　〃
4細1’為支1折
5細飢～ノ」、雪を校

6　畑浦公民館
7　亀崎〃
8　梶木ク
9　1LF〃

10本谷〃
11塩見小学校；
12　剛野公民館
13　財光、㌢　小学校

14秋留公民飾
15曙　　〃

16岩脇支所
17　　弟‘｝　’6　 ラ｝　　校

18幸脇公民館
19飯谷〃
20メ1々沖保育所

21　叢々津支所
22高松公民館
23　田之原　〃

均

の
狭
い
国
道
の
父
通
も
緩
和
さ

れ
る
こ
と
で
し
L
う
。

畑
浦
通
線
拡
張

ノ
じ
．
　
、

エ
　
　
　
　
　

｝
ノ
皿

L
業
地
帯
造
戊
地
に
通
ず
る
畑

浦
通
線
道
路
は
、
今
ま
で
巾
が
一
町
．
｝
区
一
∵
組
山
下
憲
太
郎
◇
本

ヒ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
ま
し
た
，
照
覧
組
鈴
木
渡
米
雄
◇
西
川
内

が
、
こ
れ
で
は
i
場
建
設
に
多
四
組
鈴
木
ハ
ノ
子
◇
中
村
坊
の

賦
の
資
材
運
搬
を
す
る
等
に
は
下
糾
池
辺
実
螺
◇
貧
還
第
一
．
の

狭
い
の
で
、
巾
を
ト
遅
’
ー
ト
一
一
組
岡
田
テ
イ
◇
霧
局
二
組
黒

ル
に
拡
げ
た
も
の
て
す
。
　
　
・
等
等
◇
江
良
．
一
組
内
山
勘
助
◇

…
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
・
山

・
酒
家
が
「
良
け
れ
ば
や
ろ
う

㎜
悪
け
れ
ば
止
ぬ
よ
う
主
義
」

㎜
は
何
時
に
な
っ
て
も
農
業
慨

嘉
讐
鹸
パ
羅

ヤ
も
そ
う
で
す
。
今
年
こ
そ
鱒

一
今
年
こ
そ
は
で
一
生
を
終
鼠

｝
業
者
、
牧
織
し
て
み
な
け
南

罐
黎
蔀
糀
略
解

へ

｝
い
だ
と
か
た
づ
け
る
農
桑
（

　

｝
さ
、
晒
蝋
は
バ
ク
チ
だ
と
h

…
た
よ
う
な
こ
と
は
昔
の
こ
上

｝
計
画
的
栽
培
に
よ
っ
て
安
ψ

一
た
経
常
が
営
ま
れ
て
初
め
ず

一
る
い
豊
か
な
生
活
が
築
き
」

ら
れ
ま
す
。

ギ
れ
に
は
私
た
ち
の
農
養

皿
が
、
水
田
を
中
心
と
し
た
出

｛
経
鴬
で
あ
る
以
上
は
、
早
櫨

一
団
を
申
心
と
し
た
作
付
け
噌

こ
ど
も
の
生
活
補
導

本
臼
雌
第
　
回
ル
盾
補
導
協
忍

会
は
、
万
月
　
一
口
巾
教
白
6

員
ム
ム
で
開
か
れ
｝
し
た
。
出
席

者
は
巾
内
各
学
校
補
導
窪
任
、

P
7
1
A
連
協
役
員
、
警
察
胃
、

民
1
1
養
員
、
市
教
湊
教
育
長
な

ど
で
、
協
議
の
｝
な
も
の
は
次

の
と
お
り
て
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
と
標
識
の
設
定
の
麺

　
κ
郎
（
奥
野
）
長
友
キ
ミ
エ
一

　
　
（
比
艮
町
）
噴
木
‘
省
（
秋
留
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
底
。
　
　
　
　
　
　
一

　
児
一
日
治
（
念
ヶ
浜
）
梅
野
爪
　
　
ω
冨
島
中
学
校
プ
ー
ル
は
他
一

　
．
（
田
々
津
卜
町
）
凹
叡
メ
で
　
　
　
毒
薬
、
一
般
人
の
使
用
は
皿

伝
齢
忙
繍
験
下
原
町
、
職
総
難
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
る
。
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
遊
ひ
に
つ
い
て
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
D
適
切
笈
全
な
遊
び
場
を
設
一

乃
　
　
　
　
　
　
　
置
し
、
情
操
教
育
も
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
・
｝
る
気
運
が
い
般
ド

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
D
父
警
に
つ
い
て
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
交
通
肇
故
防
”
対
策
と
k

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
次
の
六
カ
所
を
危
険
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯖
読
と
す
る
。
　
　
　
　
　
…

聡
き
ま
　
る

事
故
防
止
対
策

A
　
悼
画
帆
貞
に
つ
い
て

　
1
1
旨
し
・
㌃
‘
血
へ
㎞
り
、
　
ナ
ル
ー

　
（
’
　
ノ
　
　
息
”
一
餌
柾
’
ー
ー
嘲
霊

　
　
セ
　
ゥ
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
‘
存
一
駒
よ
・
～

　
ω
夜
間
一
映
の
興
行
映
画
と

　
　
朽
へ
へ
教
ぼ
映
画
は
鑑
d
を

　
　
埜
6
弓
る

B
　
水
泳
に
つ
い
て

　
ω
泊
酊
は
梅
由
明
け
冷
腺
川

　
①
江
良
の
三
叉
路
②
南
町
「

勲
稲
葉
唖
農
家
の
メ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

繍
レ
字
路
④
塩
見
橋
要
営
農
と
い
う
こ
と

長
欠
児
に
つ
い
て
　
　
　
　
｝
防
災
営
農
の
一
環
と
し
て
秋
ば

　
当
言
の
琿
由
は
社
会
的
に
一
れ
い
し
ょ
の
二
人
が
奨
励
き
れ

　
も
家
紅
的
に
も
根
の
深
い
　
て
四
有
目
に
な
り
芸
す
が
、
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
）

　
問
題
を
持
っ
て
い
る
の

　
で
、
甲
期
遮
処
を
す
る
こ

　
と
。

勉
強
始
め
の
サ
イ
レ
ン

面
当
初
と
一
重
1
σ
れ
碗
状
況

は
好
調
に
由
’
濁
れ
て
、
秋
は
れ

い
し
ょ
は
価
格
も
口
本
に
ば
れ

｛
い
歯
か
主
人
き
れ
こ
以
来
い
ま

午
後
七
時
に
常
時
サ
イ
レ
一
だ
か
っ
て
な
い
価
格
・
T
し
て
引

・
を
吹
鳴
す
る
。
始
め
鎌
倉
に
喜
ば
れ
た
の
で
嘉
、
へ
，
び
に
・
て
れ
の
利
用
に
よ
っ
て
ρ
に
し
て
下
さ
い
・

…

　
　
“
観
光
の
日
向
〃
　
　
　
　
炉
ハ
ふ
て
人
蛤
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ク
じ
　
の
　
ラ
ロ
　
ド
ボ

　
　
　
　
　
　
一
絵
は
か
き
発
行
1
［
駕
轡
臨
鯉

葡
で
は
こ
の
和
〃
観
　
き
を
発
行
し
束
し
た
、
　
　
　
武
尺
り
仁
丹
出
の

光
の
日
向
〃
絵
は
が
　
観
光
日
向
巾
か
二
十
に
知
っ
て
期
地
Y
へ
々
津
浩
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ら
う
た
め
あ
や
へ
迎
土
工
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
市
商
工
　
つ
つ
し
祭
ω
伊
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
産
課
で
編
ケ
浜
公
園
㈲
ひ
え
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
中
で
あ
り
つ
き
飾
て
白
日
な
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
が
こ
ヒ
稚
藥
ア
ー
チ
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
和
万
r
組
グ
ム
（
柑
菓
湖
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毫
呼
熔
　
　
　
で
き
た
も
の
　
て
・
原
色
刷
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
八
枚
ヶ
。
一
－
繭
－
水
醒
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
組
で
売
価
課
て
咀
八
，
販
ん
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
宥
拾
円
。
　
て
い
隻
す
か
、

　
　
　
　
　
：
》
繭
　
　
　

内
訓
は
ω
細
工
巾
販
は
各
．
”
乃

　　

@　

@　

@　

o
盤
　
総
量
鋳
鴛
な

　
　
　
　
　
　
・
，
、
や
　
　
　
L
字
型
橋
梁
古
里
】
で
き
あ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
巾
街
地
③
　
　
が
っ
た
観
光
絵
　

幅
　
　
　
轍
謬
は
が
き
一

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
と
し
各

　
板
と
の

　
特
殊
朝

　
に
臥
し

　
て
学
検

　
て
泊
可

　
日
は
き

　
め
る
。

の
k
ヂ
永
旨

く
　
ノ
ぎ
ぞ

　
導
の
適

　
正
化
を

　
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
こ
の
跡
の
換
金
作
物
の
導
嘱

だ
と
ム
わ
れ
て
い
ま
す
が
世
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
作
の
合
理
化
を
申
心
と
幽

変
動
は
い
つ
も
あ
り
勝
ち
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
畑
作
改
善
、
こ
れ
ら
を
養

と
で
こ
の
波
に
負
け
た
ら
駄
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
畜
産
の
導
入
に
よ
る
崩

で
す
。
特
に
台
風
県
と
い
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
の
合
理
化
な
ど
を
は
か
る
・

る
本
県
の
防
災
鴬
農
計
m
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
従
来
の
績
果
を
ふ
り
か
・

充
分
各
個
人
の
耕
地
の
状
況
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
よ
か
っ
た
点
、
悪
か
（

心
し
て
そ
れ
み
、
の
計
画
を
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
、
又
は
足
ら
な
か
っ
た
隔

え
て
県
及
び
巾
の
指
導
に
即
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
反
省
し
て
今
年
は
ど
う
改
晒

し
て
轟
画
を
た
て
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
き
か
よ
く
検
討
し
て
、

甲
植
水
稲
の
栽
堵
跡
地
の
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
い
実
施
可
能
な
計
画
髪

に
よ
る
秋
ば
れ
い
鮮
の
親
達
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
に
よ
っ
て
た
て
て
下
さ

よ
っ
て
、
耕
地
の
利
用
度
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
災
営
農
と
い
う
こ
と
が

人
と
反
当
牧
益
金
の
増
大
、
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
轡
さ
ん
の
も
の
と
な
る

口
が
決
定
し
た
ら
広
報
す
一
春
の
ぞ
菜
の
価
格
は
伸
武
以
来
一
畜
産
の
振
興
に
よ
る
農
業
国
圃
…
　
　
　
　
－

る
の
で
ヒ
く
守
る
こ
と
。
一
の
不
況
で
何
布
竹
っ
て
も
駄
目
　
栽
培
が
、
〈
，
後
経
営
の
三
木
と
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箋
≡
一
≡
＝
5
§
一
一
一
一
三
「
≡
≡
「
三
三
［
毒
葦
≡
嚢
≡
一
一
詔
§
…
≡
一
一
毒
§
噂
≡
養
一
葦
毒
§
一
罠
≡
§
器
≡
≡
毫
噂
≡
琶
一
§
一
§
ヨ
翻
ヨ
一
「
§
§
§
≡
建
縦

　　市内でトツブを切った富島申の運動会

石月i四口富1占中学1叉では存苓体台人会が、市内の各按の1

ソプを切って朋かれました。県ドで最もノト徒数が多いといわ

れる同校は、’【徒二九白、見物胤も父兄約二r人で特に～｝後

の部に入って間もなく妬衷つた今｛1の新しい企画である各学

級別の仮財」列には、溜場盛んな拍了と笑いが起り、すでに

夏雲の浮かふ空をふるわすばかりでした。【写眞】古謡遅々

会仮装行列の一部

国
民
健
康
保
険
の
話

・

（
医
療
費
の
話
）

　
一
体
私
共
は
一
年
問
に
ど
れ

だ
け
の
医
療
費
布
払
っ
て
い
る

も
の
で
し
ょ
う
か
9
厚
生
省
の

統
討
に
よ
り
ま
す
と
、
昭
和
二

卜
九
年
一
人
当
り
医
療
費
は
二

T
万
白
雪
卜
四
円
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
で
す
か
ら
標
準
家
族

美
名
の
家
庭
で
は
＝
一
、
九
二

〇
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
斡
今
で
は
も
っ
と
高
額
に

（
そ
の
．
し

慈
、
卿

「
し
て
冗
、
七
七
玉
璽
と
い
う
数
は
汗
一
円
五
一
銭
1
生
存
犯
げ

一
字
が
み
ら
れ
京
す
。
と
こ
ろ
で
「
は
夏
ら
に
一
割
引
・
保
健
所
は

同
市
の
同
期
の
保
険
税
負
担
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
割
引
の
恩
典
も
あ
、
り
ま
す
i

一
人
宛
六
四
四
円
、
万
人
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
に
一
般
医
療
費
は
協
定
て
ト

で
は
三
、
二
．
一
〇
円
に
な
り
ま
一

す
め
で
差
引
二
・
κ
五
石
玉
宛
　
五
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
が

P
T
A
・
一
る
も
の
と
見
て
よ
い
と
思
い

警
察
、
一
ま
ず
。
石
獣
、
本
市
で
国
民
健

消
防
叡
康
保
険
の
準
備
の
た
め
、
先
般

部
な
と

の
協
力

に
よ
り
り
、
一
力
～
四
過
と
い
っ
た
例
一

肇
故
防
・
は
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ま
す
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
）
寸
　
　
　
」

M
σ
晶
メ
　
　
一

　
カ
Z

鋤
危
険
区

　
域
の
再

ま医な
ト』自甫　オ｝

一にち
q支　’

τ払圃
トわ民
琵れ侮
1る1，ll

l隻一保
σr点険
メヨ単て

完価は

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
㎝

あ
り
ま
す
。
爾
そ
の
医
療
負
担

額
は
前
の
五
、
七
七
五
円
と
等
　

額
を
個
人
が
負
担
す
る
も
の
と
皿

し
て
、
こ
れ
と
保
険
税
負
担
を
一

併
せ
（
鳴
禽
誤
ヨ
ー
ω
㌔
N
O
田
）

は
毎
帯
毎
に
給
付
面
で
褐
を
｝
な
原
因
で
あ
り
．
げ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
は
保
険
税
の
舗
で
す
）

か
ら
実
施
し
た
調
査
で
は
一
塁
一
Ψ
均
よ
り
余
病
低
い
額
に
な
つ

ト
ハ
b
円
と
い
う
も
の
が
あ
一
て
お
り
ま
す
。

靖
国
神
社
参
揮
遺
児

き
ま
る

「
　
　
　
麺
行
わ
れ
・
寓
県
の
感

動
、
九
九
五
円
と
い
う
こ
と
に
一
蹴
遣
児
代
表
靖
国
神
社
団
休
心

な
り
、
前
に
掲
げ
た
厚
告
の
ガ
参
加
者
の
本
論
分
は
・
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
二
十
九
日
付
で
次
の
遺
児
に

　
で
は
・
何
故
こ
の
よ
う
な
糺
決
定
し
た
旨
県
か
ら
通
知
が
あ

・
果
に
な
る
の
か
と
い
う
と
、
誇
り
ま
し
た
。

方
国
民
健
巾
保
険
の
給
付
に
一
一
に
は
国
民
健
東
保
険
の
医
療
出
発
は
七
月
ニ
レ
一
瞬
．
日
の
ゴ
国

策
を
は
一
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
…
費
に
平
均
二
割
の
補
助
金
を
国

》
　
）
D
　
　
　
㌦
φ
　
凸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

踊
扇
醐
灘
墾
擶
雛
賊
螂
蝶

　
　
　
｝
～
匡
づ
。
i
儀
蔓
き
ξ
臨
5
述
塾
5
　
　
　
　
　
一
｛
一
　
　
　
　
　
　
　
　
号
尋

　　　で
葵岩窟す
帥島．
目1中中

無
木
窩
美
子

柄
本
久
美
了

河
野
カ
ツ
乎

　
鯉
の
子
あ
っ
せ
ん

稲
田
養
卿
川
鯉
児
を
あ
っ
せ
ん

し
ま
す
。
希
叩
者
は
六
刀
十
四

日
ま
で
に
蘭
－
水
産
課
、
各
支

所
出
張
所
へ
申
込
ん
で
下
さ

い
。

○
価
格

二
、
斤
柳
一
円
。
五
糎
二
円
、

拶
…

一
備
を
し
て
い
ま
す
が
、
以

提
幽
さ
れ
た
指
名
願
な
ど

一
る
こ
と
は
、
従
事
技
術
者

事
経
歴
な
ど
に
変
更
が
あ

思
わ
れ
る
の
で
、
今
回
改

指
名
願
を
提
出
し
て
下
さ

う
塑
ん
で
い
ま
す
。
提
出

は
六
月
三
十
日
ま
で
。

事
故
防
止
に
は

正
し
い
交
通

交
通
の
発
達
は
そ
れ
に
㎜

比
例
し
て
交
通
事
故
を

し
て
い
ま
す
。

お
た
が
い
に
交
通
規
則

守
っ
て
正
し
い
交
通
を

ま
し
よ
う
。

腸
パ
ラ
予
防
接
種
実
施
日
割
（
酔
畷
隔
心
よ
り

第
一
弓

懸
二
型
第
三
旦
接

種
場
所

六
月
』
ハ
日
」
穂
懸
L
一
七
日
六
月
廿
五
口
回
　
市
　
　
　
役
　
　
乱
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